
名 船  発 掘 (汽船〉==

(主要 目)鉄 道連絡船、鉄道省所有、 7,908総 トン、垂線間長
1340m、幅182m、 主機蒸気ターヒン2基  2軸 、出力16‐900馬
力、最高速力234/ッ ト、旅客定員 2‐050人、1943年三菱長崎造船
所建造

臣補丸

日本商船のスピー を更新 した
録コ
し
】百
口
ド

薄幸の関釜連絡船

1下1平 時塗装を想定
した皇器丸の模型

(右)航 走中の本船

大
型

カ

ー

フ

ェ
リ

ー
の
高
速
化

大
担

フ
ェ
リ
ー
の
高
速
化
が
め
ざ
ま
し
い
．

最
高
速
力
〓
十
　
　
四
ノ
ッ
ト
の

「
す

い
せ
ん
」

と

「す
ず
ら
ん
≡
が
敦
賀

ヽ
小
神
航
昨
に
■
場
し
た

の
は
四
年
前
の
　
九
九
六

⌒平
成
人
一
年
一　
‐‐‐…
年
は

最

‐
ギｔ
述
力
…
１
　
　
０
ノ

ッ
ト
の
貨
物

フ
エ
リ
ー

「さ
ん
ふ
ら
わ
あ
と
ま
こ
ま
い
‐一
と

「
ほ
っ
か
い
ど
う

九
」
が
束
京

ヽ
■
小
牧
航
路
に
デ
ビ

ュ
ー
し
た
≡

い
ず
れ
も
、
一
生
体
制
で
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
あ
る
．
ひ
と

こ
と
で
い
え
ば

「逆
航
の
幼
■
化
」
．
大
川
カ
ー
フ
エ

リ
ー
高
速
化
の
背
景
に
は
こ
れ
が
あ
る
．
　

時
期
の

大
両
汗
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
記
録
の
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド

抗
■
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
む
ろ
ん
な
い
．

フ
ェ
リ
ー
は
正
昨
な
た
時
延
航
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
込
力
に
余
裕
を
も
た
せ
て
い
る
の
が
ふ
つ

う
だ
。
廿
か
ら
そ
う
だ

つ
た
。

フ
エ
リ
ー
や
鉱
道
延

祐
硫
に
高
速
船
が
多

い
叫
山
の
　
つ
て
あ
る
≡

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
ブ
を
可
能
に
し
た
造
い
技
術
の
止

歩
も
兄
逃
せ
な
い
．
市
込
に
逝
し
た
い
犯
と
大
出
力

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ｉ
代
の
開
発
が
な
け
れ
ば
、
こ
う
し

た
高
速
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
生
現
は
な
か

っ
た
，

戦

前

・
戦
中

の

ス
ピ

ー
ド
記
録

批
イー…
で
は
、
〓
十
ノ
ッ
ト
の
市
怖
と
１１１１

い
て
も
化

か
な
く
な

っ
た
　
が
、
■

は
そ
う

で
は
な
か

っ
た
．
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ｉ
十
ノ
ッ
ト
で
も
高
速
船
に
枢
し
た
。

日
本
商
怖
が
一
十
ノ
ッ
ト
を
超
え
た
の
は
、
「
人
洋

九
」
が
登
場
し
た

一
九
０
人

｛明
治
四
十

一
）
年
で

あ
る
。
こ
の
年
、
「
さ
く
ら
丸
」
も
公
試
で
二
十

一

円
ノ
ッ
ト
を
祀
録
し
た
，
客
い
の
化
け
物
の
よ
う
な

同
怖
の
こ
と
は
　
，
六
ヶ
で
相
介
し
た
中

「
さ
く
ら
九
」
の
記
録
は
二
十
八
年
阿
も
破
ら
れ
な

か

っ
た
．
こ
れ
を
吏
新
し
た
の
は

一
九
〓
六

（昭
和

十

一
）
年
に
竣
に
し
た

「全
剛
九
」
で
あ
る
。
同
船

は
公
試
で
一
ｌ
ｔ
　
ｉ
ノ
ッ
ト
を
出
し
て
い
る
．

戦
前
で
は
、
こ
の

「金
剛
九
」
を
超
え
る
記
録
は

な

い
ぅ
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
高
速
商
船
は
す
べ
て

エ
ナ
長
崎
地
船
所
の
建
造
怖
で
あ
る
。

「令
剛
九
」
と
姉
妹
い

「
典
ケ
九
」
は
、
関
谷
航
路

の
旅
客
が
集
中
す
る
夜
航
使
用
に
廼
辻
さ
れ
た
国
際

フ
ェ
リ
ー
で
あ
る
。
高
速
仕
様
と
し
た
の
は
、
そ
れ

ま
で
の

「景
柿
九
」
級
だ
と
九
時
間
か
か

っ
た
夜
航

使
を
、
し
時
――――
■
に
，
柿
す
る
た
め
だ

っ
た
，

「金
側
九
」
の
記
無
は
、
人
岐
中
に
竣
ｉ
し
た
関
傘

連
絡
確

「
天
山
九
」
と
姉
妹
い

「見
補
九
」
Ｔ
」
ん
ろ

ん
ま
る
）
に
よ

っ
て
塗
り
瞥
え
ら
れ
た
．
「
天
山
丸
」

の
性
高
辿
力
は
，
卜

一
　
…
ノ
ッ
ト
、
「比
絡
九
」
は

，
十
〓
　
ｉ
ノ
ッ
ト

（正
確
に
は
ｉ
十

一
　
四
五
円

ノ
ッ
ト
■

岐
前
　
戦
中
を

つ
う
じ
て
最
述
の
問
船
は

「見
補
九
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
．

関
谷
進
維
い
の
旅
作
輸
送
放
は
、　
一
九
二
Ｌ

（昭

和
十
一
）
年
あ
た
り
か
ら
放
川
　
政
‐―‐―
中
の

一
九
四

二

（昭
和
十
七
）
年
に
は
午
問

．
Ｈ
万
人
を
超
え
、

抗
路
の
ピ
ー
ク
を
辿
え
た

！

平
時

塗
装

の

「
皇
器
丸

」

を
見

る

関
谷
航
路
は
、
日
木
の
大
陸
支
肥
が
拡
大
す
る
た

び
に
輸
送
究
撤
を
坤
や
し
て
き
た
が
、
Ｈ
■
岐
争
を

契
機
に
ま
た
利
用
客
が
急
増
し
た
の
で
あ
る

！
半
鳥

か
ら
日
本

へ
渡
航
す
る
方
務
者
も
多
く
な

っ
た
≡
多

客
期
に
は
、
「金
剛
九
」
級
を
フ
ル
川
は
さ
せ
て
も
旅

各
の
積
み
成
し
が
出
る
よ
う
に
な

っ
た
。

か
く
し
て

「
天
山
九
」
と

「出
補
九
」
が
三
菱
長

崎
造
船
所
で
新
造
さ
れ
た
≡
「金
剛
九
」
級
の
拡
大
型

で
、
旅
客
定
員
は
二
十
五
卜
人
。
「金
剛
九
」
級
よ
り

約

．
“
人
多

い
。
■
夜
航
使
米
川
に
設
計
さ
れ
た
の

で
、
公
ｉ

エ
リ
ア
が
広

い
の
が
特
長
だ

っ
た
。
怖
名

は
中
国
の
山
脈
名
か
ら
と
ら
れ
た
ｃ

こ
こ
に
紹
介
す
る

「見
常
丸
」
の
模
型
は
、
カ
ン

ト
打
■
が
ご
“
円
の
甲

ｉｔ
大
学
竹
雄
明
雄
名
誉
教
授

が
制
作
さ
れ
た
も
の
．
「
大
山
九
」
級
は
戦
時
堆
装
で

短

い
生
涯
を
終
え
た
が
、
先
生
は
平
時
塗
装
の

「見

怖
九
」
を
模
理
で
実
現
さ
れ
た
．
慎
型
な
ら
で
は
の

「
技
」
で
あ
る
ぃ
仕
藤
先
生
は
、
舛
付
引
揚
祀
念
舶
、

ブ
ラ
ジ
ル
川
本
移
民
史
＝
的
な
ど
多
く
の
文
化
施
設

に
哉
前
の
日
本
船
の
模
型
を
奇
婚
さ
れ
て
い
る
≡

外
形
は

「
今
剛
九
」
級
に
よ
く
似
て
い
る
≡
船
名

を
伏
せ
て
こ
の
性
理
写
真
を

小
し
た
ら
、
相
】
な
船

町
き
で
も

「金
剛
丸
」
「
興
安
九
」
と
児
ま
ち
が
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
，
相
達
点
は
、
「金
剛
九
」
級
よ

り
も
加
突
が
大
き

い
こ
と
、
Ｌ
甲
枚
の
研
堪
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
が
長

い
こ
と
、
付
役
設
備
が
デ
ッ
キ
ク
レ
ー

ン
式
に
変
わ

っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
．

わ
ず

か
半

年

の
不
運

な
生
涯

「毘
怖
九
」
の
生
に
は
半
年
し
か
な
い
，　
一
九
円
〓

⌒昭
和
十
人
）
年
二
月
三
■
日
に
誕
生
し
、
十
月
五
日

に
言
撃
で
戦
没
し
た
、
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
よ
り
は
ま
し

だ
」
と

い
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
イ
時
な
生
の

次
に
な
る
こ
と
な
く
た
ん
だ
の
だ
か
ら
、
出
す
の
客

船
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な

い
，

五
日
本
明
、
下
関
か
ら
金
山

へ
の
夜
航
使
に
就
航

中
の
辿
雌
だ

っ
た
■
沖
ノ
持
付
近
で
米
絆

「
ワ
フ
ー
」

の
付
撃
を
受
け
数
分
で
た
没
．
乗
午
　
栞
員
六
付
■

十
五
人
の
う
ち
、
久
保
田
金
賠
長
を
合
む
五
百
八
十

二
人
が
船
と
運
命
を
と
も
に
し
た
．

鉄
地
逆
格
い
の
戦
没
第

一
恥
だ

っ
た
　
夜
航
使
は

中
止
さ
れ
、
朴
航
使
だ
け
と
な

っ
た
．
■
件
は

一
カ

月
後
、
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
〓
日
本
と
大
性
を
結
ぶ

昨
根
ル
ー
ト
で
の
道
難
だ
け
に
、
円
民
が
受
け
た
術

■
は
大
き
か

つ
た
，
■
イ
は
今
で
も
、
こ
の
惨
■
を

肥
は
し
て
い
る
老
人
に
と
き
ど
き
出
公
う

か
つ
て
の
下
関
の
連
絡
体
枝
橋
を
見
下
ろ
す
日
和

山
に
は
現
在
、
道
雑
者
慰
霊
碑
が
建

っ
て
い
る
ｃ

山
田
　
廼
生


